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は じ め に  

 

 

 杉 並 区 で は 、男 女 共 同 参 画 社 会 を 実 現 す る た め に 、平

成 16 年 ３ 月 に「 男 女 共 同 参 画 社 会 を め ざ す 杉 並 区 行 動

計 画  平 成 16 年 度 ～ 20 年 度 」（ 以 下 行 動 計 画 と い う ）

を 策 定 い た し ま し た 。  

現 在 、こ の 行 動 計 画 に 掲 げ た 基 本 目 標 を 実 現 す る た め

に 、 施 策 を 推 進 し て い る と こ ろ で す 。  

 ま た 、 国 に お い て は 、 平 成 11 年 に 「 男 女 共 同 参 画 社

会 基 本 法 」 が 制 定 さ れ 、 平 成 17 年 12 月 に は 、「 男 女

共 同 参 画 基 本 計 画 （ 第 ２ 次 ）」 が 閣 議 決 定 さ れ ま し た 。  

こ う し た 中 で 、区 民 の 皆 様 の 男 女 共 同 参 画 に 関 す る 意

識 と 現 状 を 把 握 す る た め 、 本 調 査 を 実 施 い た し ま し た 。 

こ の 調 査 結 果 に つ き ま し て は 、こ れ か ら の 男 女 共 同 参

画 関 係 施 策 を 推 進 さ せ る と と も に 、今 後 の 行 動 計 画 の 改

定 の 基 礎 資 料 と し て 活 用 し て ま い り ま す 。  

 最 後 に な り ま し た が 、今 回 の 調 査 に ご 協 力 い た だ き ま

し た 区 民 の 皆 様 に 心 か ら 御 礼 申 し 上 げ ま す 。  
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＜この報告書の見方＞ 

 
①調査結果の数値は回答率（％）で示しています。％の母数は、その質問

項目に該当する回答者総数、あるいは分類別の回答者数です。 
②回答比率（％）は、小数点第２位を四捨五入し、小数点以下第１位まで

を表記しています。このため、単数回答の合計が 100.0％とならない場
合があります。 
③回答比率は、その設問の回答者総数、あるいは分類別の回答者数を基数

として算出しており、複数回答（２つ以上の回答を認めたもの）の設問

の場合には、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

第１章 調査の概要  

 

◆調査の目的◆ 

 

この調査は、「男女が世代や性別を超え、互いに理解を深め、いきいきと暮らせる杉並」をめざ

すために策定した、「男女共同参画社会をめざす杉並区行動計画」の改定及び施策の推進をするため 

の基礎資料とするために実施するものです。 

 

 

◆調査の設計◆ 

 

（１）調査対象 ： 杉並区内在住２０歳以上の男女 

（２）標 本 数 ： ４０００ 

（３）抽出方法 ： 住民基本台帳から無作為抽出（層化２段抽出） 

（４）調査方法 ： 郵送配布―郵送回収（督促ハガキ１回） 

（５）調査期間 ： 平成１７年８月２６日～９月２２日 

（６）調査機関 ： （株）社会構想研究所 

 

 

◆回収の結果◆ 

 

（１）配布数   ： ４０００ 

（２）有効回答数 ： １６３０ 

（３）有効回答率 ： ４０．８％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




